「第2期下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画」策定にむけた
団体ヒアリング調査の概要
1． 目的
「第2期下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画」策定のための基礎資料を得るために、市内介護保険施設、障がい者福祉施設、児童福祉施設等の社会福祉事業者等及び福祉推進実践者を対象に、現在の課題や施策等の状況を把握し、今後の改善に向けた提案等についてヒアリングによる調査を実施しました。
２．日程・調査の内容】
調査は平成28年10月に12団体を対象に実施し、以下の内容を伺いました。
	項　目
	主な調査内容

	団体等について
	団体名、活動期間、人数、活動の圏域、活動の目的、活動の対象
活動の内容、連携している団体

	団体等の活動について
	悩んでいる問題点・課題等、連携を図る上での課題
感じている地域の福祉課題、今後新たに取り組みたい活動
今後連携したいと考える団体と取り組みたいこと

	ご意見・ご要望について
	下野市社会福祉協議会や市へのご意見・ご要望・ご提案等
その他のご意見


３．結果

【団体等の活動について】
■問題点・課題
・会員数の減少や高齢化、人材育成
・若手や一般からの参加が少ない
・役員（リーダー）の後継者がいない
・世代交代の仕組みがない
・活動意欲や支援内容のばらつき
・集会所の確保がむずかしい
・事業内容の効果的な案内ができない
・自治会加入者の減少
・手帳保持者情報が入手できず、新規会員募集が困難
■地域の福祉課題
・高齢者、高齢者夫婦のみの世帯の増加
・空き家の増加（防犯対策）
・災害や防犯対策
・子育て支援（家族への支援や子どもの保護）
・連帯感の希薄化
・気軽に相談できる場所の不足
・重度障害者のための居場所や入所施設の不足
・交通手段が欠けている
■今後取り組みたい活動
・行事の復活による地域の再生
・地域のふれあいの場と機会づくり
・現状の活動内容の充実
・他の社会福祉法人との連携
・市町を超えた連携や交流
【社会福祉協議会や市へのご意見】
■活動の支援
・活動案内の周知への協力
・交通手段の充実
・手話通訳など情報伝達手段の充実
・保健師などの専門家の協力への支援
■人材育成
・育成のための勉強会の開催や講師派遣への支援


■拠点づくり
・子どもたちが長期休みに利用できる施設の整備

・活動のための拠点づくりや空き公共施設の情報提供
■その他
・当事者と関係機関の話し合いの場の設置
・学童保育との協調
４．まとめ
団体の課題や地域の福祉課題、市や社協へのご要望やご提案から、第２期計画の施策につながる方向性が以下のとおりみえました。
■「地域づくり」に関して
①工夫された高齢者への働きかけ
一人暮らし高齢者が増加していますが、過去につながりのなかった高齢者との向き合い方には注意が必要です。また、行事への参加を実現するポイントとして、行事会場への足の確保も同時に行う必要があります。
■「まちづくり」に関して
①防犯対策（特に空き家対策）の推進
空き家が増加しており、防犯対策が必要とされています。

②活動拠点となる施設の充実
長期休みの際の子どもたちの居場所、重度障害者の居場所、団体活動をする際の拠点など、今後のニーズの増大を見据えた施設の充実が求められています。

■「しくみづくり」に関して
①団体リーダーの世代交代をスムーズに行うしくみの構築、若手人材の発掘と育成
多くの団体で、会員の高齢化や後継となる若手が不足して世代交代がうまく進まない現実があります。若手の人材を発掘して計画的に育て、リーダーの世代交代を進める仕組みが必要とされており、人材の発掘や育成については、社会福祉協議会に期待が寄せられています。
資料３　
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